日本ダイレクトマーケティング学会研究プロジェクト応募用紙 １
日本ダイレクトマーケティング学会　御中
２０２１（令和３）年度 日本ダイレクトマーケティング学会自主研究プロジェクトに  応募するため以下の通り申請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年 　　月　　　日（申請日）
　研究代表者
	氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　

	所属機関名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先住所 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	電話（　　　）  　   －　　　　　　  ／FAX（　　　）  　   －　　　　　　
e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　


応募する自主研究プロジェクト
1） 研究タイトルと、研究の概要（4-5行程度）
２） 研究の意義

＜ここで記載頂きたいこと＞

· ダイレクトマーケティング研究としての新規性や、革新性
· 企業（ビジネス）が抱えている問題（仮説可）を整理して論点を明確にする、課題解決策の共通成功要因を整理する、課題解決の方法論の提示
· 社会変化の方向性に基づく産業界でのイノベーションの可能性に関する研究など

３） 20周年研究テーマとの関連性

＜ここで記載頂きたいこと＞

以下の４つの重点研究領域、
「ポスト・デジタル時代の最先端マーケティング」

デジタルが当たり前のようにビジネスや生活の中にある未来に向けた、先端的な
マーケティング手法についての研究。
AI、AR、VR、メタバース、NFT、◯◯テックなど
「顧客体験再構築を起点とした DX」
DXを単なるデジタル技術の導入ではなく、顧客とのインタラクション：相互作用により収集したデータや知見に基づき、顧客体験を再構築する取組みと捉え、その具体的事例や成功／失敗の要因についての研究。

「経営管理視点でのダイレクトマーケティング」

戦略、意思決定プロセス、コスト管理、業績管理などの経営管理の視点から、

ダイレクトマーケティングのプロセスをコントロールする有益な方法論の探求。
ダイレクトマーケティング事業を実施、あるいは実施しようとする実務家経営層に対し、マネジメント進化の指針となり得る研究。
「データサイエンスとダイレクトマーケティング」

ダイレクトマーケティングの進化のために欠かせない、データの収集、蓄積、分析
などの取組みに関して、情報工学、統計学、アルゴリズムなどのデータサイエンス
の観点から、より効果的な手法を提案する研究
の内容と、今回の研究テーマがどのような関連性を持つのか説明。
４） 研究プロジェクトの具体的成果物

＜ここで記載頂きたいこと＞

課題仮説に対してそれが正しいか間違っているかを証明する数量的なデータ、イノベーションを阻害する要因とその影響度の数量的な提示、モデルなど。
また、マーケティング上の新技術であれば、それが実用化されるにはどのぐらいの価値を生み出すと実現性があるかという数値目標など。

５） 成果物を作り出すためのアプローチ方法とステップ

＜ここで記載頂きたいこと＞
１年間の研究期間をいくつかに分割して、それぞれの期間で何をするのか具体的に記載して下さい。
例えば、
第１フェーズ
文献レビューによる先行研究の状況と限界の把握
第２フェーズ
研究の独自性や意義の明確化
第３フェーズ
研究、調査方法の決定
第４フェーズ
調査の実施
第５フェーズ
調査結果の考察、最終報告（論文）の作成

などに分けて、それぞれのフェーズごとの活動について現在のプランを記載するなど。
６） プロジェクトのリスク要因

＜ここで記載頂きたいこと＞

成果物が提供できなくなるようなリスク要因とその回避策。例えば、調査サンプルが取れないなど。
７） ５）に基づくスケジュール

→　別添の「スケジュールチャート」に記入して下さい。

８） プロジェクトに関連する主な先行研究文献・書籍

９） プロジェクトの体制。参加メンバーの役割。
応募用紙２とは別に、プロジェクト上の個々の役割について以下に記載して下さい。
１０）経費

→別添の「使途概要書」に記載して下さい。
日本ダイレクトマーケティング学会研究プロジェクト応募用紙 ２
研究プロジェクト・メンバー
　　　(注)正会員以外の方をメンバーに含める場合には、その所属機関での身分（研究組織での教授・助教授・大学院後期課程在学中など、あるいは所属企業・団体での部署・役職など）を書き添えてください。なお、院生の方にはスカラシップ制度に応募して日本ダイレクトマーケティング学会に入会していただきます。
代 表 者: 氏　名   　　　　　　　 
　　　  （生年月日：　　　年　　月　　日／　　歳）
	所属機関名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先住所 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	電話（　　　）  　   －　　　　　　  ／FAX（　　　）  　   －　　　　　　


e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　
メンバー: 氏　名   　　　　　　　 
　　　  
	所属機関名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先住所 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	電話（　　　）  　   －　　　　　　  ／FAX（　　　）  　   －　　　　　　


e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　
メンバー: 氏　名   　　　　　　　 
　　　  
	所属機関名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先住所 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	電話（　　　）  　   －　　　　　　  ／FAX（　　　）  　   －　　　　　　


e-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　 

自主研究プロジェクト応募に際しての注意事項

＊今回は20周年記念PJに伴う募集なので、例年の注意事項とは異なる部分が有ります。

下記をよくご確認の上、同意書に記名押印願います。

（審査について）

・応募期間中に募集があった申請について、常任理事会で審査を行います

・審査を通過後、研究着手金（申請額の半額）を支給します

・2022年3月の理事会に提出する研究着手状況の報告を踏まえ、残りの申請額全額の
支給を決定します。
　（支出項目の変更）

審査通過後、研究内容や大幅な支出項目の変更がある場合は、事前に事務局を経て、　常任理事会の了解を得て下さい。

（助成金の返還について）

研究終了後、常任理事会において、研究内容が研究計画に適合しないもしくは相応の　基準に達していないと判断された場合、または会計上の不備があると判断された場合は、助成金のうち指定した金額を返還していただきます。

（研究プロジェクトの報告義務）

・2022年3月の理事会で研究の着手状況を報告していただきます

・2022年の全国研究発表大会でそこまでの研究成果を中間報告していただきます

・2022年12月の研究期間終了までに研究論文と会計報告書を学会事務局に提出していただ
きます。研究論文は、2023年3月に発行される学会誌「Direct Marketing Review vol 22」
に投稿していただきます。
（他学会等での発表）

最初の研究成果の発表は、当学会にて行ってください。当学会での発表後、他学会等で発表する場合は、当学会で助成を受けた旨のクレジットを入れてください。
他学会での　発表にかかる経費については、本研究費から支出できません。

必ず、以上を確認した上で応募してください。

同意書

　私は、日本ダイレクトマーケティング学会自主研究プロジェクトへの申請に際し、研究プロジェクトに関する規程を遵守し、審査に関する諸手続きおよび研究プロジェクトの報告義務について、同意の上、申請いたします。

　　　　　　　　　　　　　　２０　　　年　　　月　　　日
研究代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

所属機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
